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出し，酪酸,苛性曹達に依る沈澱,溶解を繰返し，白色の粉末を得た.尚5％の食騒水で2週間

以上時盈振溌しながら抽出し，遠心分離せる上澄液を透析した後に，硫酸アムモンで飽和沈澱す

る水可溶性蛋白を得てゐる．次に蕊りの菌篭を0○5％苛性曹達で抽出し，酪酸で蛋白を沈澱せし

め，アルカリ可溶性蛋白を得た。

吾が國に於ては，長瀬，)はチブス菌等につき，平井'0)は大腸菌につき，牛圓'1)はチフス菌其

の他につき，弱アルカリで菌臘塗浸出し，：酪酸其の他を以て弱酸性となし，核蛋白を分離して實

駿に供してゐる．

以上の如く，菌鵠蛋白の分離には,蒸水，酸及びアルカリ等が用ひられ,之等を以て抽出すれ

ば，可溶性蛋白質が得鯵れ，次に，酸，アルカリに依る沈澱溶解を繰返して，精製稜蛋白を得て

ゐる。

私は結核菌辱篭蛋白の尭疫學的意義を究明すべく，各種條件の下に,結核菌篭より蛋白を分離

し，岩崎教授'2)に依って考案せられた「アツオトメーター｣を用ひて,N2量を測定し，抽出法

を比較し，菌鵲蛋白分離の諸條件を決定せろを以て，其の大様を此虚に報告する次第である．

實験方法

本實験に使用せる結核菌はSauton培地に培養せろ當教室保存の人型結核菌Hz株である．

菌鵲はSautOn培養10週後，コッホ釜にて1時間加熱滅菌し,菌鵠を漏別し,滅菌蒸溜水にて

數回菌鵲を洗漉し，漁紙間に挾み，水分を吸收せしめたるも･のを繍閏菌として，直ちに使用せり・

脱脂溶媒は，無水アルコール，エーテル(麻酔用)及びクロ、ホルム:(麻酔用）を用ひた・

脱脂法は，一部室温にて虚置せるも,主として,Soxhlet脂肪浸出器を使用した．菌篭蛋白抽出

には，蒸溜水，0.5％食蟻水,063％酪酸,N/5及びN/10塵酸,N,N/10,N/30及びN/100苛

性曹達を用ひだ．

抽出法は，約50cc容量の三角コルベンに秤量せる菌鵲を入れ，上記抽出液を加へ，種惹の條

件の下にて，抽出を行ひ，ザイツ細菌濾過器にて濾過し,■其の1ccをとり,NaBrOを作用せし

め發生する#Nzを「アツオトメーター」に依り測定して比較検討した．

實験成績

（1）結核菌を鵲蛋白抽出に及ぼす脱脂の影響に就て

結核菌盈鵠成分中に多量のリポイドを含有してゐることは,HammersChlag'3),Doan,Sabinl

andFOrknerl4)Coghil等の研究に依っても明かな虚で,伴等”は結核菌蛋白の分離に際し,菌篭

より類脂鰐を除去する爲入念な検討を行ってゐる．余は次の如き方法に依って脱脂の影響を比較

した．

一定量の乾燥結核菌に，アルコール叉はエーテルを加へ，室温にて48時間作用せしめ，濾別後

脱脂菌鵲を{N/140苛性曹逹液を以て48時間室温に於て作用せしめ，濾液のN2量を「アツオトメ

ーター』にて測定せしに，第1表に示す如く，エーテル脱脂菌は，アルコール脱脂菌或は非脚旨

菌に比し最容高い値を示した．此虚に於て，4種の脱脂溶媒を用ひて同様に虚置して比較せしに，
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第4表 犬にしてダ苛性曹逹は蕊酸塑り優秀である。

而して，酪酸食騨水，及び蒸溜氷等では，

かムる抽出法を用ふる限り其のNZ量は極め

て少ししか得ることが出來ない．

先にDiens'6)等及び肋nSOnandRenfrew
J

'刀はアルカリ性溶媒を用ひて袖出せる蛋白鵲

は蒸溜水を用ひたるものに比し〃T"■活性叉

は補鵲結合性は弱いと述べてゐるが，余は抽

出蛋白鵲の抗原性の吟味に關しては後篇に譲

る.

（4）浸出温度に依る比較

第4表に於て，窒溌48時間,37｡c24時間，

60｡CI時間を上厳するに何れの抽出液を用
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ふるも高温に於てN2の得量高きを知った。依って更に浸出温度と浸出時間の關係を追究し，抽

出液をN/10NaoHとし.温度並に時間を次の6種に分類した。即ち，室温48時間，氷室48時

間,37･C24時間及び48時間,60｡C1時間60｡C10時間それぞれ浸出を行ひ，其の結果は第5

表に示す如く,60･ClO時間浸出せる
第5表

1蕊
第6表 より2週間に亘り5回撫塁ぜしに，
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にて，48時間時糞振邊を加へながら浸出を行ひ，次で強力遠心し,其の上澄液遼ザイツ穂遥器に

て濾過し，穂液につきN畠量を測定するに，第7表に於て示す如く,50.23m9%を得た・之を第

1回浸出液とす．次に沈澄に再び50ccのN/10苛性曹達を加へ,37｡Cの孵’端中にて24時間

浸出を行び，前同様にして鋪2回浸出液を得た．かくの如く浸出を繰返し，第3回,第4画の浸

出液を得て,其の都度N図量を測定するに，第2回浸出液より急激にN2量は減少し，第4回浸
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